
「
発
刊
に
あ
た
っ
て
」 

島
根
県
健
康
福
祉
部
長
　
布
野
　
典
男 

 

　
島
根
県
で
は
、
平
成
12
年
度
か
ら
健
康
長
寿
日
本
一

を
め
ざ
し
、「
健
康
長
寿
し
ま
ね
」の
活
動
を
始
め
て
10

年
が
経
過
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
県
民
運
動
は
、
全
県
組
織
と
と
も
に
県
下
7
つ

の
圏
域
に
も
「
健
康
長
寿
し
ま
ね
推
進
会
議
」
を
設
置

し
、
関
係
者
・
関
係
団
体
・
行
政
等
の
284
団
体（
平
成

23
年
度
）を
中
心
に
、「
健
康
づ
く
り
」「
生
き
が
い
活

動
」「
要
介
護
状
態
の
予
防
」
を
3
つ
の
柱
に
、
圏
域
の

特
徴
を
踏
ま
え
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
環
境
づ
く

り
や
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は

着
実
に
浸
透
し
、
島
根
県
の
健
康
づ
く
り
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。 

　
中
で
も
、「
が
ん
」「
自
殺
」「
高
血
圧
」
の
予
防
を

共
通
の
テ
ー
マ
に
、「
た
ば
こ
」「
運
動
」「
食
生
活
」「
健

診（
検
診
）受
診
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

は
ど
れ
も
個
人
や
家
庭
の
努
力
だ
け
で
は
改
善
が
難
し

く
、
県
民
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
各
関
係
組
織
・
団
体
、

行
政（
市
町
村
・
県
）が
三
位
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
力
と
な
り
ま
す
。
同
じ
目
標
に
向
か
い
、
地
域
を
基

盤
と
し
て
幅
広
い
連
携
・
協
働
で
す
す
め
る
「
健
康
長

寿
し
ま
ね
」
の
活
動
は
、
地
域
の
人
と
人
と
の
つ
な
が

り（
絆
）を
大
切
に
す
る
島
根
な
ら
で
は
の
特
徴
あ
る
活

動
と
言
え
ま
す
。 

　
島
根
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
確
立
を
目
指
す
た
め
に
、

「
島
根
県
健
康
増
進
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
が
、
平

成
24
年
度
に
は
改
定
を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
次

期
計
画
が
更
に
実
効
あ
る
計
画
と
な
り
、「
健
康
長
寿

し
ま
ね
推
進
会
議
」
を
中
心
と
し
た
各
構
成
団
体
の
積

極
的
な
取
り
組
み
が
よ
り
充
実
発
展
す
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。 
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健康長寿しまね 
推進会議会長賞 
（3） 

賞 作　　品　・　氏　　名 

副流煙　家族を危険に　さらしてる 渡部　慶太（出雲市・高校生） 

一人じゃないよ！話してごらん　 まわりにいっぱい　仲間がいるよ！ 　脇　　一（浜田市・一般） 

健診は　早めの受診で　自分も安心　家族も安心 齋藤　経子（出雲市・一般） 

ばあちゃんの　知恵と工夫で作られる　ぼくの食事は栄養満点 河野　聡真（浜田市・小学生） 

ねえ父さん　おさけはちょっと　ひかえてね 　井　悠斗（浜田市・小学生） 

大切に　この歯で食べよう　いつまでも 安達　智美（松江市・中学生） 

林　宏樹（松江市・小学生）、金森　もえ花（出雲市・小学生）、佐々木　愛理（江津市・中学生）、 

高野　沙奈子（益田市・高校生）、村上　妹衣子（吉賀町・高校生）、筑後　照枝（松江市・一般）、 

福原　正巳（益田市・一般）、矢田　健志（出雲市・一般）、川上　修（出雲市・一般） 

賞 グ ル ー プ 名　・　内　容 

「体力強化・維持」「体力測定」「食生活」を3本柱に活動。会員のうち4名
が身体教育医学研究所うんなんの「地域運動指導員」養成講座を受講、
地域運動指導員としても活動。グループの活動だけでなく、広く地域の活
動にも自主的に参加。 

公民館を拠点に、「とにかく体裁を気にしない」「とにかく地域の事業に参
加する」「とにかく外へ出て体を動かす」の「とにかく3条」をモットーに活動
を継続。独自のコース選定・コースカタログで、江津の町並みを楽しみながら
無理なくウォーキングに取り組んでいる。 

血糖高値の住民を中心に糖尿病友の会として結成。自主的な活動へと組
織化.自らの健康管理やお互いの健康管理につながるよう会を定例化し、
多くの住民に「糖尿病」を理解してもらえるよう、キャンペーン・健康大会等
で働きかけをしている。 

婦人会等関係団体と連携し、計画的に「自分の健康は自分でつくる」ことを
モットーに、体力・知力共に得る健康づくりのための幅広い活動を展開。また、
市健康まつりでは毎年独自にパネルやチラシを作成等住民の健康増進の
啓発を行っている。 

健康診断を受ける機会が少なかった専業農家が、他地区の健康づくり組
織を参考にして組織を立ち上げ、毎年健康診断、食生活等の研修を実施し、
健康で作業ができるよう健康管理活動を行っている。 

地域の高齢化で、高齢者世帯や一人暮らしが増加し、お互いに声がけや健
康づくりを目ざし発足。それ以降、地道な健康づくり活動を長年継続している。 

～平成23年度 健康づくり標語・健康づくり 
グループ表彰の受賞者が決定しました！～ 

いきいき健康ライフクラブ木次 
（雲南市） 

嘉 久 志 健 康ウォークの 会  
（江津市） 

畑 迫 声 か け 会  
（鹿足郡津和野町） 

斐 川 町やまもも健 康 の 会  
（出雲市） 

都野津町健康づくり推進会  
（江津市） 

吉田地区健康の里づくり協議会 
（江津市） 
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～健康長寿しまね推進会議の取り組み紹介～ 

 喫煙室の設置、飲食店の喫煙エリアの浮遊粉じん濃度基準への対応など各種相談について、専門家

による電話相談や要望に応じた実地指導があります。（費用無料） 

　効果的な受動喫煙対策のためには、職場の空気環境を確認することが必要です。そこで、たばこ

煙の濃度や喫煙室の換気の状態を測定する機器（粉じん計、風速計）の貸出しを行なっています。

（費用無料、ただし往復の送料のみ申請書の負担あり） 

 利用される方が喫煙できることをサービスに

含めて提供している旅館、料理店又は飲食店

を営む中小企業に対し、喫煙室の設置や喫煙エリアの換気改善のための費用助成です。（費用の1/4、

上限200万円） 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0
女性 男性 

70歳代 60歳代 50歳代 40歳代 30歳代 20歳代 

年齢階級別　運動習慣（週2回以上、1回30分以上、1年以上実施）を持つ者の割合 

30歳・40歳代は運動習慣のある人が少ない！ 

（出典：平成22年度県民健康栄養調査結果より） 
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インタビューに答えていただいた「森のレストラン」 
大原さんとスタッフの方 


